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演習のすすめ 
 

2022年 7月 15日 
経済学部長 藤田晶子 

 
 演習は、これまでの大教室での受動的な講義とは異なり、教員の丁寧な指導のもとに、仲間
とともに主体的に調査・研究をすすめ、いろいろな視点から一つのテーマをとことん深掘りし
ていく場です。問題提起から課題解決にいたるまで、社会で必要不可欠な論理的思考をつちか
う場でもあります。 
 
演習の魅力は、一言では言い尽くすことができません。 
 
履修者はわずか 10 人程度の少人数ですので、教員やその研究を身近な存在として感じるこ

とができる貴重な機会です。国内外で生起する経済問題を議論し、ときに人生についても語り
合える仲間は、一生の宝物（たからもの）ともいえるでしょう。調査・研究・プレゼンはもと
より、飲み会や合宿、OBOGとの交流会、他大学のゼミとのディベートなど、まさに「これぞ
大学！！」が演習です。 

 
ゼミナールガイドブックを読んで、各教員の演習内容をしっかりと把握したうえで、自分が

研究したいことを考え、どの演習に応募するかを選んでいただきたいと思います。 
 
みなさんの大学生活をより充実したものにするために、ぜひ、演習を経験してみてください。 
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犬飼 佳吾 ゼミナール【実験経済学研究室】 

演習のテーマ 

 行動経済学、実験経済学、ニューロエコノミクス 
 

演習の内容 
 このゼミでは、実験という手法によって、私たちの意思決定や行動原理、経済の仕組み
を理解することを目的としています。ゼミの学生は、実験研究に関する背景知識の学習を
進めたうえで、教員と相談しながら実験研究のプロジェクトを進めます。研究を進めてい
くなかで、経済学の考え方や理論を学ぶだけではなく、実際の私たち自身の行動の仕組み
について理解し、より良い意思決定や社会の仕組みを考えていきたいと思います。 
 ゼミで扱う研究範囲は多岐にわたります。たとえば、私たちの意思決定のクセや特徴を
調べたり（行動経済学）、経済や社会の仕組みを実験によって検討したり（実験経済学）、
経済学的な意思決定や判断をしているときに脳や体の中でどんなことが起こっているか
を研究（ニューロ・エコノミクス）します。これらの課題について教員やゼミ生と議論し
ながら研究を進めていきます。 
 また、このゼミは従来のゼミの枠組みを超えて、実験経済学研究室という単位のもと、
国内外の研究者と連携しながら先端研究を推進しています。 
 生物として「ヒト」と経済学や社会科学が対象とする「人」との間をつなぐ研究に興味
をもち、強い情熱や好奇心のある方を募集します。 
 

  

フィールドデータ

 

実験室実験 

モデル構築、シミュレーション 
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大石 尊之 ゼミナール 

演習のテーマ 
法と経済学（法律・規範・慣習のゲーム理論分析）  

演習の内容 
学生の皆さんは、法律と聞くと、例えば、六法（憲法・民法・刑法・商法・民事訴訟

法・刑事訴訟法）等を想起するかもしれませんが、私たちの日常生活や企業活動を円滑
にするうえで法律が欠かせないという認識では一致していると思います。1960 代以降、
主に米国で発展してきた、法と経済学は、どの国においても中心となるような法領域を
分析対象としており、所有と財産権や不法行為に関する法、契約法、刑法、競争法・知
的財産法や国際法などが研究されてきました。私自身は、ゲーム理論や価格理論といっ
たミクロ経済学の分析手法を通じて、米国不法行為法の規範的分析、汚染行為者の汚染
権あるいは公害被害者の公害を蒙らない権原についての取引に係る市場と裁判所の関
係、組織における資産の所有権と組織内部の協力の関係を研究しています。 
私は「法と経済学」を、法制度や法律の社会的パフォーマンスを評価したり、規範や

慣習を含む法的ルールが市場や組織とどのように関連しているのかを明らかにしたりす
るための経済学として位置付けています。このような観点から、これまで 3 年ゼミで
は、競争法の実際の運用とその法学的意義を経済学的に再検討することや、法制度のイ
ンセンティブ・デザインを議論するために、法学者や経済学者が書いたテキストを輪読
してきました。また、4年ゼミでは卒論執筆に向けて、各自が興味ある法と経済学に関
する研究テーマに即して、論文指導をしています。ゼミ生は、私が担当する「法と経済
学 1＆2」を履修することが必須となっており、この科目履修を通じて、法と経済学の基
本的な考え方を学ぶことになります。 

2023 年度は、法律、規範、慣習について、ゲーム理論（特にシグナリング・ゲームの
理論）を通じて分析することをテーマにしたいと思います。使用するテキストは米国の
法と経済学者のテキストの邦訳本である「法と社会規範：制度と文化の経済分析」（エ
リック・ポズナー著, 太田勝造監訳, 木鐸社, 2002 年）を予定しています。法がない、
あるいは法があったとしても実効性がない場合に、規範や慣習が、法の代替的あるいは
補完的な存在として機能していると考えられます。このような法と代替・補完的な機能
をもつ規範、慣習のメカニズムを情報のゲーム理論の有益なツールの１つであるシグナ
リング・ゲームを通じて、分析します。法が人々に与える影響を理解するうえで、規範
や慣習が人々に与える影響を理解することは欠かせないと言えるからです。 
 現実の法律、規範、慣習が人々や社会に与える影響やその相互作用に関心を持ち、ま
たゲーム理論の応用にも関心がある、学生の皆さんの参加を歓迎します。  
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大村 真樹子 ゼミナール 

演習のテーマ 
Health Economics  

演習の内容 
 
本ゼミナールでは、本年度より新たに、健康・医療経済学を学びます。健康・医療の分野
から、複雑な現実の経済社会問題を考察します。健康・医療は私達の幸福・厚生にとり重
要な要素です。その社会的仕組みや、関連する私達の行動を理解することは、そうした厚
生の改善にも繋がると考えられます。 
 
健康・医療経済学は、医療制度の社会費用便益といった側面だけでなく、「なぜ健康に悪
いとわかっていながらタバコを吸い続けるのか」「なぜ追加で民間の健康医療保険に加入
するのか」といった私達に身近な疑問を考察することにも有益なツールを提供してくれ
ます。 
 

大村ゼミナールでは 3 年次では、ゼミ生はテキストを輪番で発表し、討論に積極的に参
加することが求められます。ゼミで採用している教科書は邦訳版がない英語のテキスト
ブックになります。ですので、ゼミ生同士で協力して内容の理解に努め、発表を準備する
ことが必要となります。同時に 4年次から本格的に取り組む卒業論文にも、3年次の中頃
から取り組み始めます。 

 

本ゼミナールの目的は、全世界あらゆる人々と関わりのある「健康・医療」の問題を考察
し、経済学的に分析する手法及び、分析したものを的確に表現する―論文を書く・発表を
する―力を身につけることにあります。こうした能力は将来、どのような分野に進もうと
も有用な資産となるでしょう。また、様々な理論や事例を学ぶことで、多様な経済社会事
情に対する造詣を深め、視野を広げることが期待されます。 
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岡本 実哲 ゼミナール 

演習のテーマ 
ミクロ経済学・ゲーム理論の応用―オークション，マッチング，社会的選択理論 

演習の内容 
 このゼミでは、ミクロ経済学・ゲーム理論の応用として現実のマーケットや社会制度
の設計をテーマに学びます。 

 
あなたが何かモノを売りたいとしましょう。そのモノは「誰が一番高く買ってくれる」、

また「いくらで買ってくれる」のでしょうか。一人ひとりいくらで買ってくれるか聞いて
回るのも大変だし、そもそも聞いたところで正直に回答してくれるかもわかりません。ま
たお店を開こうにもどのくらいの価格を付ければ上手くいくのかわかりません。 
 オークション（競争入札）は、そのモノに興味がある人に集まって競争してもらう場を
設けることにより「一番高く買ってくれる人」と「価格」を見つける手段です。しかし、
ひとえにオークションといっても様々なルールがあり、どのように競争してもらうかに
よって結果が変わってきます。オークション理論では、オークションのデザインによって
どのように参加者の行動や結果が変わるのかを分析します。 
今日、オークションはいたるところで行われています。美術品などの高価なモノを扱う

イベントから、個人でも簡単に参加することができるインターネットオークション、国債
や周波数帯利用権といった公共部門によるオークションまで、様々なオークションが開
催されています。皆さんが Googleで検索するたびに表示される広告もオークションで決
まっていますし、メルカリでの販売もある種のオークションとして捉えることができま
す。ゼミではこういった現実の問題を念頭にオークションのデザインなどを学びます。 

 
ここではオークション理論を例に挙げましたが参加者の興味関心に応じて、マッチング
や投票制度の設計、産業組織論、契約理論、行動経済学、SDGsの経済学などの関連分野
も扱います。ゼミは、経済学の考え方を養うことも当然ですが、経済学を通して「自分な
りの考え方を持つ習慣」や「自分の考え方を他人に伝える力」を養う場にもしたいと考え
ています。そのためゼミは講義を受けるのではなく、参加者各自が興味を持ったテーマに
ついて発表してもらいます。原則、3 年生はグループでの研究発表、4年生は個々人で卒
業研究の発表を行います。 
 
 また、3 年生と 4年生が合同でゼミを実施していくため、横の繋がりだけでなく縦の繋
がりも強いのがこのゼミの特徴です。 
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神山 恒雄 ゼミナール 

演習のテーマ 

近代日本経済史(幕末開港～第二次世界大戦) 

演習の内容 

 近代の日本経済(幕末開港～第二次世界大戦)について検討します。 
 近代日本経済史を学ぶ意義は、現代とは本質的に異なる側面を持つ近代日本経済の実
態を解明することで、現代日本経済を相対化してその特徴を理解することにあります。 
 そこで３年次では、まず基礎的な知識を習得するために、近代日本経済史の展開を大筋
で把握できる概説書を講読します。その上で、特定の分野や時期を対象とする最近の研究
書・論文(たとえば明治期の鉄道史)を講読することで、日本の資本主義化が可能になった
条件を考察します。 
 ４年次では卒論を作成します。テーマは近代日本経済史に関するものについて、参加者
各自の関心に基づいて決めます。その上で、先行研究や利用可能な史料を収集・読破して
卒論の執筆を進めるのですが、演習では進捗状況に応じて中間報告と個別相談を行いま
す。卒論執筆には一定の準備期間が必要ですので、どのようなテーマで卒論を書きたい
か、早くから考えておくことが重要です。 
 なお演習は毎回担当者を決めて発表形式で行いますが、発表担当者以外の参加者も討
論に積極的に参加するために予習が不可欠です。また合宿などゼミの行事に積極的に参
加・協力してください。 
 演習に関する質問は E-mail を利用してください。オンラインでの面談の必要があれば
日時を相談します。(アドレスは kamiyama@eco.meijigakuin.ac.jp) 
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洪 潔清 ゼミナール 

演習のテーマ 

経済成長に伴う中国の経済・社会・文化事象の変化を考える 
  
演習の内容 
この演習では、主に 2000 年以降中国の経済発展に伴う中国の経済・社会・文化事象の

変化、またはそれによる人々の意識の変化について考えていきたいです。 
 2000 年以降生まれの皆さんは大学生に成長したこの二十年間、中国で起きた変化をど
れぐらい知っていますか。2000 年にまだ世界 6 位であった中国の GDP が 10 年後に日
本を追い越して 2位となり、2022 年現在は世界 1 位のアメリカとの差もさらに縮めてい
ます。これほど大きな変化が起きた隣国の中国について、皆さんは身近にどのように感じ
ているのですか。まだ漠然としたイメージしか持っていない人もいるかもしれません。そ
こで、この演習ではまず最新の中国事情を知り、中国に対する理解を深めていきます。
『チャイナテック 中国デジタル革命の衝撃』（東洋経済新報社）を参考文献として読み、
下記のようなテーマ（参加者のニーズに応じて変更することが有り）を選出して考えてい
きます。 
１）中国デジタル革命の実像――ABCD５G 
２）キャッシュレス普及の光と影  
３）国民的 SNS アプリ「Wachat」の力 
４）インフラ整備に伴う高速鉄道や地下鉄の建設ラッシュ 
５）SNS型 EC の拡大実態 
６）中国のゴミ分別について  
進み方として演習 A1と A2 では、上記の文献を読み、それに関連する資料を調べたり、

グループディスカッションを行ったりします。状況によって、オンライン形式で中国の大
学生との共同ディスカッションも検討します。期末にそれぞれ関心のあるテーマを選出
してレポートにまとめて提出します。3 年次秋学期のレポートは 4 年次の卒業論文のテ
ーマに繋げて考えてほしい、また日本と比較する視点からも考えてほしいです。４年次の
演習 A3と A4では、主に卒業論文のテーマ決定と作成指導を行います。 
なお、中国圏の経済や社会事情に関する知識の中、中国語の専門用語が出てくることが

あるので、中国語を履修した学生または中国に関心を持つ学生の参加が望ましいです。 
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神門 善久 ゼミナール 

演習のテーマ 
経済学の基礎がため  

演習の内容 
 
 演習の進め方も含めて、学生の発意を求める。自分で問題を発見し、考える習慣をつ
ける。ミクロ経済学、マクロ経済学、時事英語、統計学など、基礎的な訓練を重視する。  
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児玉 直美 ゼミナール 

演習のテーマ 
政策評価  

演習の内容 
情報技術の発展によって、大量のデータ（ビッグデータ）が入手できるようになってき

ました。「政策評価」は、国や地方自治体の「政策」をデータを使って評価するだけでは
ありません。政策評価の方法を習得すれば、「どんな広告戦略を採用すると売上が上がる
のか？」「社員の仕事の効率を上げるためにどんな方法が良いか？」「補助金にはどの程度
の効果があったか？」「教育現場で、どの教材が効果があったか？」という問題にも答え
ることができます。近年、インターネット関連のハイテク企業だけでなく、多くの企業
で、ポイントカードデータ、POS、スマホのメッセージや SNSを利用したダイレクト、
リアルタイムに行う広告や販促が一般化しています。「政策評価」は、単にビッグデータ
が使えればできるわけではありません。機械学習などの手法で、巨大なデータを事後的に
分析するだけでは、なぜそのようになったかというメカニズムの部分はブラックボック
スになってしまいます。理論や先行研究を踏まえた仮説を組み立て、因果関係を明らかに
する方法を習得しませんか？ 
このゼミの目的は、計量経済学を使って、様々なデータから自分のオリジナルな発見を

することです。公務員やコンサルを目指す人だけでなく、民間企業でマーケティングや新
企画を立ち上げる時に、政策評価の知識とスキルは役に立ちます。データを駆使して自分
で考える能力を養ってみませんか？この能力を活かし、各自、興味のある社会のメカニズ
ムについて研究を行います。経済学の考え方を基本としますが、法律、経営、マーケティ
ング、福祉、環境、スポーツ、趣味など、様々な視点を絡めて柔軟に考え、議論してくだ
さい。 
最初は座学での学習と実際のデータ分析を繰り返して分析感覚を養います。本格的な

研究はグループワークで行い、統計分析ソフトの習得も含めて、約半年じっくり行いま
す。研究成果はプレゼンテーション訓練を徹底的に行った上で、学内（ゼミ内、他ゼミ）、
学外（他大学との合同ゼミ）で発表します。発表前には、グループで、ゼミ以外の時間に
集まって準備することもあります。4年生では、これらの経験を活かして、自分の好きな
テーマで、卒業研究を行います。その他，ゼミ生の希望に応じて，ゼミ合宿、他大学との
発表会や合宿、懇親会、スポーツ大会なども行う予定です。ゼミ運営は「一人一役」で業
務を分担します。ゼミの時間以外での活動も多いので、卒業後も付き合っていかれるよう
な仲間に出会えることは間違いありません。ゼミ活動、課外活動に積極的に関わる学生の
参加を期待しています。  
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小林 正人 ゼミナール 

演習のテーマ 
Pythonによるデータ分析  

演習の内容 
人気のコンピュータ言語 Pythonを学び、データ分析に応用していく。 
まず教科書『すっきりわかり Python 入門』を用いて Python 言語の基礎を学んだ後、デ
ータ分析用のモジュール Pandas を学ぶ。そのあと、ゼミ生の希望に応じて、機械学習や
スクレーピングなどの応用に進んでいく。この分野の変化は急速であり、Pythonの習得
には２年間はあまりにも短いので、自主的に情報を収集し、参考書をよみすすめる意欲の
ある学生を希望する。 
 
ゼミに応募する前に： 
プログラミングという作業は人によって向き不向きもあり、ゼミの応募前に少しでもプ
ログラミングを体験しておくのが望ましいので、python を少しいじってから応募してく
ださい。PCに Python をインストールするには 
https://www.anaconda.com/products/distribution# 
から、自分の PC にあったインストーラをダウンロードして、anaconda をインストール
してください。anaconda がインストールできたら、「すべてのアプリ」「anaconda」
「jupyter-notebook」と選択していってください。自動でブラウザーが起動したら、
「jupyter」という tab を開き、右のほうにある[New][Oython3]を選択すれば. 
Python が使える状態になります。カーソルが点滅しているところに 1+1 と書き入れ、
SHIFT と Enterの二つのキーを一緒におしてください。2と表示されれば成功です。 
 
 
上記の教科書や web 上に色々記事がありますが、 cobaya@eco.meijigakuin.ac.jp に御連
絡いただければ小林がアドバイスいたします。 
 
学習内容の性格上、ゼミの仲間と議論をしながら学習をするという通常のゼミのスタイ
ルとはちがうので、がっかりしないように。  
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齋藤 隆志 ゼミナール 

演習のテーマ 

労働経済学 

演習の内容 

このゼミの一番大きなイベントは、3 年生の秋学期に実施する他大学との合同ゼミで
す。4～5 人のグループを作り、労働経済学のテーマで興味のあるものを自分たちで選択
し、計量経済学を用いた分析を中心とする研究報告をしてもらいます。 
 皆さんには、今のうちに労働経済学ではどのような研究テーマがあるのかを、日本経済
新聞の「経済教室」や日本労働研究雑誌の「学界展望」、また授業で紹介される本などを
読むことで知ってもらいたいと思います。ゼミの応募書類や面接でも、その質問をしま
す。分析手法など専門的なことはわからなくて当然なので、労働経済学にはどういうテー
マがあるのか、その中で自分が何に興味を持っているのかを言えるようになっていてほ
しいのです。なお、ゼミに入ってからテーマを変更することは問題ありません。 

3 年生の春学期にグループの研究テーマを決め、その後関連文献（研究書、論文）を集
めて読み、それを手本として自分たちでデータを収集し、夏休みから秋学期にかけて計量
分析を行い、結果を解釈し、合同ゼミ用の報告資料を作ります。毎回のゼミでは、各グル
ープでゼミ以外の時間に集まって作業した成果を発表してもらいます。つまり、毎週のゼ
ミの時間はインプットの時間というより、アウトプットの時間になります。インプットは
労働経済学や人事経済学、さらに計量経済学や政策評価の経済学を中心とした講義、さら
に研究に必要な知識やスキルの自学自習によって行います。 
十分なインプットと少しの勇気があれば、自分のグループの研究レベルを高めるだけ

でなく、他のグループの報告に鋭い質問や有益な提案をすることができ、そのグループの
研究の質を高めることに大きく貢献できます。こうして普段から鍛えていれば自信が付
き、発言内容も単なる感覚や狭い経験だけではなく客観的・学術的な根拠に基づいたもの
となり、合同ゼミでも積極的に他大学の報告者と議論できるようになれるはずです。 
 4 年生になったらぜひ卒業論文に挑戦してください。グループ研究だった 3 年生とは
異なり、今度は個の力を発揮してもらうことになります。限りある時間を上手にマネージ
メントして、就職活動やその他の活動と両立させながら、2 万字を書き上げてください。 
勉強以外にも、ゼミ生は毎月イベントを企画します。野球観戦、博物館等の見学、そし

て中でも夏合宿は大いに盛り上がります。コロナ禍でもなんとか工夫して、イベントを実
施しました。このようにゼミとしての活動が非常に多いので、一人一つ係を担当して運営
をスムーズに進めてもらうことになります。サークル・部活・アルバイトとの両立は非常
に大変ではありますが、学生生活が充実することは間違いありません。 
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齋藤 弘樹 ゼミナール 

演習のテーマ 

ゲーム理論とその応用 

演習の内容 

ゲーム理論やミクロ経済学とその関連分野を中心に学びます。3 年次では、グループワ
ークが中心となります。グループごとにトピックを選択し、自由な形式で報告・討論をし
ます。過去のゼミでは、ゲーム理論の基礎、行動経済学、マッチング理論、オークション
などをテーマとして扱ってきました。4 年次では、個別のテーマに基づいて研究報告を行
い、ゼミ生・教員との議論を通じて卒業論文の完成を目指します。ゼミ生は、一人一人が
何らかの役割を持ち、能動的に参加することが求められます。 
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坂本 陽子 ゼミナール 

演習のテーマ 
国際経済学、空間経済学 

  
演習の内容 
  

本ゼミ 
本ゼミは、火曜日の 3 限に 3、4 年生合同で行います。主に洋書（未定）の輪読を行い

ます。2022 年度は、Richard Baldwin 著“The Great Convergence”を読んでいます。 
 

サブゼミ 
 サブゼミは主に 3 年生を対象として、火曜 4 限に行います。サブゼミには各自ノート
パソコンを持参してもらい、まずは Stata というソフトウェアを使ってデータ分析の方法
を勉強します。Stata の使い方について一通り学んだ後は、班に分かれてグループワーク
をしてもらいます。グループワークの成果は、11 月の合同ゼミで発表してもらうほか、
12 月にグループ論文として提出してもらいます。 
 

 卒業論文 
 4年生は、本ゼミの活動と並行して卒業論文を執筆します。卒論では、原則として 3 年
次で学んだ Stata を用いてデータ分析を行います。卒論のテーマは、空間経済学に関連し
ているもの（例えば、「国際貿易」「地域経済」「産業立地」「都市形成」や「不動産」「交
通」「観光」など）を想定してしますが、担当教員が指導可能なものであれば個々の学生
の興味に従って自由に設定できます。卒論はサブゼミ（火曜 4 限）の時間で取り組むも
のとし、進捗についての面談などもこの時間に行います。 
 

 その他 
ゼミは学生が主体となって運営していくものですので、どのようなゼミになるかはゼ

ミ生一人一人の姿勢にかかっています。ゼミ活動はある程度の時間的拘束を伴うという
ことを理解した上で、それを厭わず積極的にゼミ運営に参加する意志のある学生を 5 期
生として募集します。  
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佐々木 百合 ゼミナール 

演習のテーマ 

金融・国際金融 

演習の内容 

 

 佐々木ゼミでは、金融、国際金融に関連するトピックスを取り上げて研究する。具体
的には、まず広く浅く金融・国際金融の知識をつけるためにテキストを輪読して研究上必
要な基礎的な内容について学習する。次に、トピックを決めてそれについてグループで研
究をすすめ、ゼミ内や他大学のゼミとディベートをすることで理解を深める。その後ゼミ
内で研究発表を行う。また、月に数回コンピュータを利用して、テーマに関連したデータ
を集めて統計的に分析したり、研究成果をプレゼンテーションしたりする。その他、ゼミ
では株式運用レース、投信レースに参加したり、見学・合宿・コンパなどの課外活動も行
う。 
参考として、ゼミで扱うトピックや、卒論に取り上げる題材は、例えば「日本の金融政

策の検証」「為替相場の貿易収支への影響」「フィンテックの影響と今後の展望」などであ
る。 
ゼミは学生中心に進めるので、しっかり学びたいという気持ちを持ち、積極性のある学

生を希望する。  
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白井 誠人 ゼミナール 

演習のテーマ 

日本経済論(特に就職先企業の経済分析) 

演習の内容 

 
ゼミ生の就職活動や卒業後のビジネス能力を考慮し、以下の内容を予定しています。 
 
３年生： 近年の産業・企業研究の成果を踏まえ、論理思考力やコミュニケーション力
等のビジネス基礎力を学修しながら、実際の企業経営者が求める人材と能力について考
察します。就職面接時に「大学時代に何を学んだのか」「将来への自己投資として何をし
たのか」を明確に説明できるように鍛錬します。応用課題として、大学生活や就職、問
題解決等についてのディスカッションテーマを少人数チームで議論し、各チームの結論
を個別に発表した後、全員で検討するグループディスカッションを行います。 
同時に春学期と夏休みのサブゼミで就職希望業種・企業の歴史、現状や展望、課題等

の情報収集および分析作業を進めてもらい、秋学期に経済指標や各種資料を用いた業界
分析の発表、相互の志望業界の情報交換および議論を予定しています。 
 
 
４年生： B ゼミでの募集のため、講義は 3 年生のみの予定です。 
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鈴木 岳 ゼミナール 

演習のテーマ 

政治哲学・公共哲学 

演習の内容 

 
現代の民主的な社会の市民にとって、どのような政策・制度が正当であり、市民はいか
なる自由と権利を持ち、いかに行動するべきであるかといった事柄に対して判断を下す
ことは、各人に課せられた責任である。責任ある判断とは、もちろん単なる伝聞や「世
間の常識」ではなく、自身による理性的根拠を伴う判断を意味する。残念ながら、経済
学の知識だけではこうした事柄を判断するために十分な理性的根拠を得ることはできな
い。またそもそも、こうした事柄の全てを教えてくれる一つの学問などは存在しない。
これらは政治哲学に属する問題であるが、「哲学」とは出来上がった学説・理論を教示す
る学問ではなく、ただ同じ哲学的関心を持つ仲間との議論を通じて少しでも理解を深め
ていこうとする一種の実践である。 
そこでこのゼミでは、M. サンデル著『これからの正義の話をしよう』の輪読を通じて

政治・公共哲学の諸問題を議論する。ゼミ生は担当として割り当てられた箇所を数ペー
ジのレジュメにまとめてゼミの初めに発表し、その後で各人は質問や意見を述べて、議
論を行う。こうして始まった議論が首尾一貫したものとなるか、何らかのまとまった結
論を得るにいたるかどうかは、全く分からない（大抵はそうはならない）。つまり哲学に
おいては、何らかの「成果」と呼ばれ得る結論を生み出すことは一般には極めて難しい
のである。ただ自分とは異なる意見を聞き、考えを述べ合い、説得に努め、相手の考え
を納得した場合にはそれを受け入れる、といった過程（それが議論である）を通じて自
分自身の意見・考えを深めることができたならば大成功と言うべきなのである（実はこ
れすらもまた大変に難しいのであるが）。 
従って、こうした議論に加わらずにただ他のゼミ生のやり取りを聞いているだけでは、

収穫は少ないだろう。教科書について自分の担当箇所でないところも予め読んでおき、
積極的に議論に参加することが望ましい。またこのゼミの目的はあくまで上に述べた諸
問題についての各人の考えを深めることであって、サンデル教授の著書に対する理解度
を試すことではない（もちろんゼミは教科書に対する十分な理解を前提として進めるが）
から、教科書のみならず、日ごろからニュースや各種報道に注意を払い、現代社会（か
ならずしも日本に限らない）で生じている諸問題に関心を持つこともまた大切である。 
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宋 立水 ゼミナール 

演習のテーマ 

開発経済学と東アジア地域経済に関する研究 

演習の内容 

 経済発展は、世界各国の共通の課題である。本ゼミでは、東アジア地域の経済発展問題
を取り上げ、経済・技術的、歴史・文化的、社会・制度的状況について、開発経済学のア
プローチでの研究検証を行う。 
 三年次では、主に開発経済学の理論・実証方法を学習する。四年次では、皆さんが学習
した理論・実証方法を応用し、自由に設定した研究を行い、卒業論文を作成する。 
 ゼミの学習方式は、学生諸君を主体とする個人予習―２～３人グループ学習―グルー
プによる発表―全体討論という形式を採用する。 
 東アジア地域のような発展途上国の経済発展諸問題を考察するとき、経済学の諸理論
（仮説）の習得は当然だが、基本的な分析方法論としての統計学など基本知識の学習を薦
める。    
ゼミの学習効果を高めるために、読書をすること、思考（仮説を立てる）をすること、

議論をすることを全員に要求するが、意欲のある学生を大歓迎する。 
 なお、三年次のゼミ合宿の代わりに、教員が担当するフィールドスタディ C（中国社会
経済現地考察）の実習科目の履修を薦めます。 
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高松 慶裕 ゼミナール 

演習のテーマ 

財政学，公共部門の経済学 

演習の内容 

財政学は，狭義には政府が資金をどのように調達し，どのように支出するか，を研究す
る学問で，広義には政府（公共部門）の経済活動を対象にした経済学です。主たる研究対
象は，租税（所得税，消費税，法人税など），公債（財政赤字の持続可能性や公債の負担，
財政再建など），社会保障（年金，医療・介護保険，生活保護など），地方財政・政府間財
政などですが，他にも予算制度や財政政策などカバーする領域は多岐にわたります。ゼミ
のテーマは，広く公共部門の経済学の中から学生主体で決めてもらいます。 
ゼミの進め方は以下のとおりです。 

 
 3 年生：最初に財政学の教科書を輪読し，財政学の基礎理論や考え方，制度について学
び，何が問題かを考察します。その後（同時並行で），4 名前後のグループ毎にテーマを
設定してもらい，共同研究を行います。その成果は論文にまとめ，11～12月頃の他大学
との合同ゼミで発表します。加えて，各自テーマを設定し，年度末までに卒業論文に向け
た中間論文（1 万字以上）を提出してもらいます。 
 4年生：各自のテーマに基づき，卒業論文（2万字以上）を作成します。春学期は 3 年
時に提出してもらった中間論文の添削指導から始めます。その後は，ゼミで各自の進捗報
告を行います。11 月頃には卒論の中間報告，卒業論文提出後の 1 月には卒業論文発表会
を 3年生ゼミとの合同ゼミで行う予定です。 
  
 このように，高松ゼミの基本方針は「論文を書くこと」にあります。グループの共同論
文，中間論文，卒業論文と最低 3 回は書く機会があり大変かもしれませんが，勉強にな
るはずです。財政学（または経済学）の領域から自分（達）自身で問題を設定し，それを
経済学的に分析し，結果を論理的に表現できるようになることを目指します。 
 
このゼミは 2020 年度開設の比較的新しいゼミです。2023 年度の 3 年生は 4 期生にな

ります。恒例行事として，歓迎会・懇親会や夏合宿なども行っています。特に共同研究を
学外で発表する（他大学との合同ゼミを行う）ためには，ゼミ生一人一人がゼミ運営に積
極的になり，主体的に関与する必要があります。このゼミを 4 期生として教員とともに
作り上げてくれる熱意のある学生を求めます。 

- 19 -



 

田中  淳一  ゼミナール 

演習のテーマ 
歴史的にみるヨーロッパ社会経済の展開 

演習の内容 

このゼミでは、近現代を中心としたヨーロッパ諸地域の社会経済の展開について、地域
史やグローバルな観点も含めた歴史的視野から検討していきます。 
ヨーロッパはもともとユーラシア大陸の辺境にありながら、ギリシャ・ローマの哲学や

技術、キリスト教の信仰・文化などを背景にしつつ、大航海時代、工業化などを経て近代
化の一地域を超えグローバルな世界システムの中核を占める勢力として台頭しました。
最近こそアメリカやロシア、そして日本、中国、その他のアジア地域も台頭し、その政治
的・経済的な影響力の大きさは以前ほど意識されなくなりましたが、ヨーロッパも EU(欧
州連合)を形成するなどして、今でも一定の地位を保っています。 
それだけではありません。近現代に発展した思想・技術・学問の源は多くヨーロッパに

あり、現在でも近代ヨーロッパの作り出した価値規範は世界の経済、文化、社会の在り方
に大きな影響を与えています。そのように考えたとき、ヨーロッパの社会経済の歴史を学
ぶことは現在の我々の価値観の根本を問い直していくことにもつながるはずです。 
このゼミでは以上のような問題認識を背景に、現代に至るヨーロッパの社会経済の歴

史的展開を学びます。さらにそのうえで個々の関心のあるテーマを設定して分析や考察
に取り組み、その成果を卒業論文の形にまとめることを目標とします。具体的には以下の
ような形で授業を進行する予定です。 

3 年次は、ヨーロッパの経済史や地域史、グローバルヒストリーなどについていくつか
の基礎文献を受講者全員で講読していきます。講読する文献は受講者の関心や要望も考
慮して決定し、受講者は文献のレジュメ作成やプレゼンテーションを通じて、ヨーロッパ
の社会経済の歴史に関する基礎知識を固めつつ、卒業論文のテーマを決定していくこと
になります。論文のテーマについては、ヨーロッパに関係するものであれば時代や範囲は
ある程度自由に設定することができます。 

4 年次は、前年に決定したテーマに従って具体的に卒業論文を執筆することが目標とな
ります。授業については毎回各自の卒業論文の研究の進展について報告してもらい、それ
について議論していきます。 
ゼミの授業は学生も主体的に参加して共に作り上げていくものです。歴史と調べるこ

とが好きで意欲ある方の参加を期待しています。 
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田中 鉄二 ゼミナール 

演習のテーマ 

食料・環境・エネルギーの経済学 

演習の内容 

私のゼミでは学生が食料、環境、エネルギーの分野をグローバル経済の観点から分析し、
研究発表をする事を考えておりますが、学生が主体的に運営をしてもらいたいので、学生
からの提案を十分に考慮したいと思っております。 
 
食料、環境、エネルギーは注目を浴びている SDGs の重要な項目であり、それぞれが互
いに影響し合っています。例えば気候変動を抑制するためにトウモロコシ、大豆、菜種
油、サトウキビ等からバイオ燃料が生産されています。それにより家畜の餌であるとうも
ろこしの需要が増加し、価格が高騰し、食肉価格も上昇すれば、食料安全保障を脅かす原
因となります。世界は持続可能な社会の構築を目指していますが、どのようにバランスを
とるべきかを考える必要があります。また、農産物（大豆、小麦など）やエネルギー商品
（原油、天然ガスなど）は金融市場で取引され、グローバル経済や各国の経済政策の影響
を大きく受けます。 
 
SDGs は現代のキーワードになっていますので、これらの分野を理解することはどの学生
の将来にも非常に有益です。また、金融市場も勉強し、グローバル経済の動向も予測する
事ができることを目指します。私のゼミでは「英語で学ぶ」を重視したいと考えていま
す。英語で書かれた論文や新聞記事などの資料を読み、短いレポートを英語で書き（上手
に書けなくても構いません。トライする事が重要です。）、それを基にプレゼンテーション
をしてもらいたいと思っています（可能であれば英語によるプレゼンテーションにした
いです）。卒業論文のテーマは自由に決める事ができます（必ずしも上のテーマである必
要はありません）。 
 
英語は誰でもできるようになりますし、皆さんが思っているよりも難しくありません。英
語ができれば、情報量が増え（インターネット上の情報の６０％が英語で、たった２％が
日本語です。）、世界中に友人を作れ、国際的にビジネスも出来るようになります。将来の
目標に向かって頑張っている学生が来てくれたら、とても嬉しいです。 
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中野 聡子 ゼミナール 

演習のテーマ 
経済学史、経済思想史、現代経済学の思想背景  

演習の内容 
この演習は、経済学史・経済思想史をベースにしながら、現代に到るまでの経済学の基

本的な考え方を習得することをねらいとしています。つまり、経済理論や思想が、どのよ
うな時代や場所で、どのような文脈で出てきたかを参照しながら、現代の経済学の理解を
深めようとします。さらに、現代の経済学の問題点や可能性を探るために、様々な学説の
限界と意義を検討します。したがって、経済学に今ひとつ理解できない部分がある、ある
いは、もう少しその意味を深く考えたいというような問題意識のある学生の参加を想定
している。 _ 
例えば、A.スミスは、経済自由主義をどのような思想で捉えていたか？経済学という学

問はどのような経緯で誕生したのか？J.M.ケインズの経済政策は、どのような思想に裏付
けられて登場したのか？F.ナイトは、不確実性をどのように捉えたか？企業の役割や機能
を、経済学ではどのように捉えてきたか？経済学の実証的な方法は、どのようにして現れ
てきたか？など、ミクロ経済学やマクロ経済学の背景にある経済学の考え方を総合的に
見ていきます。 _ 
2023年度は、春学期中に経済学の歴史を概観し、夏休みから秋学期にかけて、特定のテ
ーマを研究します。特に、20世紀初頭の現代経済学の形成を、J.M ケインズ、F.Y.エッジ
ワース、A.マーシャルなどを中心に、経済思想、経済理論史を検討します。_  
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中村 友哉 ゼミナール 

演習のテーマ 
合理的な行動と非合理的な行動の分析（情報の経済学、行動経済学）  

演習の内容 
このゼミでは、人間の「合理的な行動」と「非合理的な行動」を学び、経済学を日常生
活に応用するトレーニングを行います。 
 「合理的な行動」は担当教員が開講する「情報の経済学１、２」で学習します。情報の
経済学はゲーム理論を発展させた分野です。合理的な人間を想定して、不確かな情報のも
とでの「かけひき」を分析します。情報の経済学の学習によって「かけひきを合理的に分
析する力」を身に付けます。ゼミは「情報の経済学１、２」の内容を前提に進めます。 
 ゼミの時間は、行動経済学のテキストを輪読します。行動経済学は、心理学の知見を経
済学の枠組みに取り入れて、人間の「非合理的な行動」を分析する分野です。計画の先送
りやダイエットの失敗といった「意志の弱さ」は、非合理的な行動の代表例です。行動経
済学を学ぶことで、「非合理的な行動と付き合う方法」を身に付けます。 
 また、ゼミではチームでテキスト内容を発表するだけでなく、ビブリオバトル（本を紹
介し合うゲーム）など、プレゼンの機会を多く作ります。プレゼンを通じて、相手に自分
の考え方や意見をわかりやすく「伝える力」を身に付けます。 
 教員と現在の所属学生、そして、新しく加わる学生がお互いに協力して、ゼミを作って
いきたいと考えています。人それぞれに得手不得手があります。その中で、自分なりに貢
献できることを見つけて、ゼミ活動に協力的に取り組んでいける人を歓迎します。  
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室 和伸 ゼミナール 

演習のテーマ 
              マクロ経済学  

演習の内容 
 マクロ経済学は、国内総生産（GDP）、物価、失業率の動向を把握し、一国経済全体
を定性的・定量的に分析する。経済の仕組みや法則性がわかれば、経済予測や資産運用な
どにおいて、私達が生活していく上で役に立つ。さらに資本主義経済を深く理解すること
につながる。 
マクロ経済学の重要分野である経済成長について考察し、経済発展の謎を解き明かそ

う。長い歴史を振り返ると、経済成長とは 1880年頃から 1973 年までの約 100 年間で起
こった特別な現象だったのだろうか？それとも今後も持続的な成長が可能なのだろう
か？ 豊かな暮らしをしている国と、貧しいままの生活をしている国があるのはなぜ
か？ 経済成長のために不可欠な要因は何かについて考えてみよう。 
経済成長と所得格差の関係も重要である。横軸に 1 人当たり所得をとり、縦軸に所得

不平等をとる。農業から製造業へのシフトが進行し、所得の拡大は不平等を拡大させる
が、その後、不平等は是正されるという、クズネッツの逆 U 字曲線仮説がある。この仮
説の是非を議論し、独自の仮説を立ててみよう。 
ゼミではマクロ経済学に関する文献を輪読する。あらかじめ該当箇所を割り当ててお

き、学生がプレゼンテーションをする。課外活動やゼミ合宿にも積極的に参加すること。
ゼミはともに学び合いの場であり、教育を通じた人間形成の場としたい。  
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赤松 直樹 ゼミナール 

演習のテーマ 
消費者行動とマーケティング  

演習の内容 
 

このゼミナールでは、「消費者の視点に立ちマーケティングについて分析すること」を基
本的なスタンスとしています。ここでの分析方法は特に制約を設けていません。研究論文
や学術書の読み込みはベースとして必須ですが、例えば、仮説構築や仮説検証のために利
用するデータの種類は問いません（定量データ、定性データなど）。 
 
基本的には、グループワークが中心です。最初は、既存データや共通の課題に関して各グ
ループで研究を進めてもらいますが、後半段階からは、研究テーマや課題設定、データ収
集・分析など一から研究をはじめて、その成果を報告してもらいます。これには、ある程
度の時間と議論を要するため、ゼミナールの時間外でもグループワーク等を自主的に行
うことが求められます。また、他大学のマーケティングゼミとの勉強・研究会、討論会な
どに参加する予定です。 
 
ゼミナールを通じて勉強・研究に打ち込むことで、物事の考え方・議論の仕方などを深め
ていきたい、長期にわたって付き合っていける友達を作りたい等、大学生活をより一層充
実させたいと考えている学生をお待ちしています。  
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五十嵐 千尋 ゼミナール 

演習のテーマ 
日本経営史、日本経済史、産業史  

演習の内容 
 

 このゼミでは、日本経営史上における様々な企業のケーススタディを学んでいきます。
そのなかで、企業の成長に関する基礎的な知識や、論理的な思考を習得することを目指し
ます。そして自らの学びや思考をまとめて文章化し、他者と共有することが出来る能力を
身につけること、自ら情報を集めて思考し、議論することを目的としています。 
 
 3年次の演習 A1 では、テキストをもとにいくつかの日本企業のケーススタディを学び
ながら、文章でレジュメを作成し、報告、ディスカッションをします。我々は常日頃、メ
ールなどで文章を作成していますが、学術的な文章はなかなかすぐには書けるようにな
りません。インプットとアウトプットに慣れていきます。また様々なジャンルの企業の歴
史に触れながら、自分は何に関心があるのか、視野を広げていきましょう。続く演習 A2
では自らテーマを設定し、ゼミ論文を執筆します。その際、論文執筆のための記述資料や
データの探し方も習得します。 
 4年次の演習 A3・A4では、各自が興味を持った事象について卒業論文のテーマとして
定め、3年次の経験を生かして自らの問題意識から課題を設定、実証を行い、卒業論文を
執筆します。定期的に作業の進捗を報告し、演習 A3 では春学期の成果として卒業論文の
中間報告を行ないます。演習 A4 では卒業論文の完成を目指します。 
 
 コロナ禍の現在、今後どうなるかは分かりませんが、可能であれば企業博物館や工場見
学、国会図書館への訪問といった課外活動を考えています。参加は任意です。ゼミ生から
訪問先に希望があればそれに沿う形で行えればと思います。 
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稲山 健司 ゼミナール 

演習のテーマ 

経営戦略論・経営組織論 

演習の内容 

 
このゼミナールでは、企業における多様な現象（戦略策定・実行、イノベーション、新

製品開発、企業革新など）を理解するためのスキルを修得することを目指します。そのた
めに、以下を学習の柱とします。 
 
 経営戦略論、経営組織論などに関する文献を読む。このことを通じて、経営現象を理

解するための基礎的なコンセプトとフレームワークを獲得することを目指します。 
 
 事例研究を行う。事例研究では、経営現象を経営戦略論・経営組織論の視点から分析

することを目指します。 
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大竹 光寿 ゼミナール 

演習のテーマ 

マーケティング、消費者行動、消費文化、ブランド 

演習の内容 

 本ゼミナールの狙いは、ユニークな研究を行うことを通じて、学問を深めるだけでな
く、社会に何らかの貢献をし、得たものを卒業後の活動に繋げることにあります。 
 取り上げる題材は、企業経営として「マーケティング」、経営環境として「消費者行動」
や「消費文化」、そしてそれら２つを結びつける「ブランド」です。文化という視点から
マーケティングと消費との関係を検討し、大企業のみならず、スタートアップ企業にも着
目して、ブランド・マネジメントについて理解を深めていきます。 
 ゼミナールでは、個人研究とグループ研究を並行して行います。個人研究については、
卒業論文として、自分にとって切実な問いを設定し、自分なりの答えを出す作業を行いま
す。そのために、関連するテーマの研究論文や学術書、研究方法に関する文献を読みその
内容をゼミ生らと共有・議論したり、フォールド調査に出かけたりします。また、研究成
果をゼミで随時発表して、ゼミOBOGを含む実務家からもフィードバックをもらい、研
究を深めます。グループ研究に関しては、関心が近いゼミ生とチームを組んで、現場でブ
ランディングに携わる方々と接しながら、社会に対して何らかの貢献ができるようなプ
ロジェクトを企画・実行してもらいます（下記参照）。 
 こうした個人研究とグループ研究を通じて、実務の現場との接点を学生なりに見つけ
て、学問と実践を行います。合宿や大学外での活動などについて学生の意見を取り入れな
がら、良き学びと出会いの場となるよう、ゼミナールを作り上げていきます。課外活動や
OBOG 会の運営などにも積極的に携わる学生の参加を期待しています。 
 
※グループ研究のテーマ（一例）：各チーム（3 名ほど）で秀逸なブランドを探して、ブ
ランドブック（創業者、社長、職人、マーケター、取引先、顧客、ジャーナリストなど、
そのブランドに関わる方々を実際に取材し、写真や文章などでブランドの本質をまとめ
た本）を作成する。そして、取材内容や共同プロジェクトの結果を社会に発信する。つま
り、単に取材するだけでなく、自らコンテンツのマーケティングも行うことになる。取材
を通じて実務家から学んでいるのでそれが活かせる。実務家や学者の本もそれに合わせ
て読み込む。協力先企業へのアポ取り、本社での企画提案のプレゼンも含めて学生主体で
行う。学生の取り組み自体がメディアから取材を受け、取り上げられることもある。 
・主な企業とブランド：アサヒ（玄米ブラン、カルピス）、クックパッド、SALASUSU、
資生堂、D&DEPARTMENT、富士フイルム（写ルンです）、堀口切子、ミリメーター、
森ビル 
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尾畑 裕 ゼミナール 

演習のテーマ 
 原価計算、管理会計  

演習の内容 
 本ゼミは、2022 年度から始まった新しいゼミです。2022 年度の第 1期生はひとりだけ
で、現在一対一でゼミを行っております。 来年度はもっと多くの学生さんにきていただ
きたいと思っております。 
 本ゼミでは、原価計算と管理会計をテーマとします。みなさんは、原価計算と聞いてど
ういうイメージを持ちますか。資格試験や検定試験の試験科目を連想されるかもしれま
せん。常に電卓をたたいているイメージがあるかもしれません。しかし、実務で行われて
いる原価計算は、実に多様で、創意工夫が要求されます。決まったパターンを適用するだ
けでは終わりません。しかも原価計算システムは、まだまだ新しい発展のある領域です。
近年では工場の設備の稼働をセンサーで把握し、1 品 1 品の実績作業時間を把握してそ
れを蓄積して IoT データをコストマネジメントに役立てる試みもなされています。この
ゼミでは、実務における多様な原価計算システムに対応できるように、3 年次の春学期は
Pythonを使ってオブジェクト指向の考えかたで原価計算をささえる様々な概念をクラス
（型）として定義してそれを組み合わせて計算のロジックを組み立てていきます。みなさ
んの想像力をフルに発揮していただきます。 
 Python は入門時のハードルが低いプログラミング言語です。初歩から丁寧に指導しま
すのでプログラミングははじめてというひとでも大丈夫です。3 年次の秋学期からは、身
に着けた Pythonのスキルを応用して、経営組織のなかでおこる現象をシミュレーション
で再現する実験を行いたいと思います。参考にするプログラムはこちらで用意します。管
理会計の問題をエージェント・ベース・モデルのシミュレーション使って解明していく研
究は、まだまだ新しい研究分野ですが、非常におもしろい領域です。みなさんにもシミュ
レーションで組織現象や管理会計問題を分析する楽しみを味わっていただきたいと思い
ます。 
 4年次には、卒業論文に向けて個別テーマでの報告をしていただきます。3年次でせっ
かく Python を習得するので、Python を活かした研究テーマを推奨します。それにより
非常にオリジナリティのある管理会計研究に取り組むことができると思います。コロナ
がおさまれば、ぜひみなさんのゼミ合宿もしてみたいと思います。 
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北浦 貴士 ゼミナール 

演習のテーマ 

 日本企業の経営分析  

演習の内容 

このゼミでは、歴史的な視点をはじめとする様々な観点から、日本企業の経営を検討し
ています。ゼミ生同士が仲良くなり、居心地が良い雰囲気を作ることを最も重視していま
す。演習 A1・A2 では、教員が指定した日本企業の経営を事例にして、企業分析の方法を
学びます。A3・A4では、ゼミ生が設定したテーマに基づいて、卒業論文を執筆します。
また、単位は付与されませんが、2022 年の秋学期に 8回程度実施する予備ゼミを通じて、
2 年生のうちに、ゼミのメンバーと親しくなることができます。 
2023年度の演習 A1・A2では、オリエンタルランド（東京ディズニーリゾート）の経営
分析を行います。パーク・アトラクション・フード・グッズ・キャストの５つのチームが
あり、ゼミ生各自が１つのチームに所属します。各チームは 2 名の学生によって構成さ
れます。2023年度には、新エリアの開業と 40 周年イベントを詳細に検討します。 
演習 A1・A2のコアとなる活動は、バックグラウンドストーリーの分析と体験学習です。
各人が 1 つのアトラクションを担当し、その背後に隠されているバックグラウンドスト
ーリーを分析することによって、その企業の世界観や経営理念を明らかにします。公開ゼ
ミで３年生が模擬発表を行う予定ですので、関心のある方は、是非ご参加ください。 
体験学習は、1 泊 2 日の日程でパーク及びホテルで実施されます。状況によっては、日
帰りでのパーク訪問のみで体験学習を実施します。2年間を通じて、2 つのパークとパー
クに隣接する２つの主要ホテルを訪れます。体験学習の最大のメリットは、ゼミで初めて
知り合った友人たちと素敵な思い出を作ることができることです。事前に、ゼミの授業内
で、チームごとに話し合って、調査内容を設定します。パークに赴き、実際に調査を実施
した上で、各人が調査結果を訪問後にゼミで報告します。公開ゼミにおいて、夏休みに実
施した体験学習による調査結果を報告する予定です。 
それ以外にも、日経テレコム 21 を用いた新聞記事分析、SWOT分析などの経営戦略分
析、アンケート調査、有価証券報告書や決算説明会動画を用いた財務分析を順番に行なっ
ていきます。これらの分析方法を知らない方でも分析できるように、最初に各方法につい
て丁寧に勉強した上で、実際の企業に当てはめて分析を行います。 
このゼミでは、経営学に関する基礎的な理論をベースにして、実際の企業活動について、
ゼミのメンバーと協力して考察を加えていきます。そのため、このゼミは、（１）チーム
のメンバーと協力して勉強したい方、（２）理論より実際の現場に関心のある方、（３）企
業経営に関する基本的な分析方法を１から勉強したい方に向いているゼミです。  
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斉藤 嘉一 ゼミナール 

演習のテーマ 

マーケティングと消費者行動 

演習の内容 

なぜたくさんの人が繰り返し東京ディズニーリゾートに訪れるのだろう？しかも，お
そろいのコーデで！なぜ“インスタグラマー”の持ち物が流行るのだろう？なぜ普通のギ
フトより LINE ギフトを贈るのだろう？このゼミは，私たちの身近に起こっているマー
ケティング現象に「なぜ？」という問いを投げかけ，その問いに対して，消費者行動の
立場から，ユニークあると同時に説得力のある答えを見つけることをねらいとしていま
す。 
マーケティング現象を説明するためには，文献からマーケティングや消費者行動の理

論を学ぶことも求められますが，それだけでは十分ではありません。ゼミでは，身近に
あるマーケティング現象に興味を持ち，マーケティング現象を理論に基づいて説明しよ
うと試みること，そして，理論に基づいて現象を説明しようという試みの中で生まれて
きた仮説を，データを収集・分析することによって検証することを目指します。 
理論を学ぶこと，データ収集と分析のスキルを身に付けることも大切ですが，現象を

自分なりに説明しよう，自らが導き出した仮説を検証しようとする姿勢が何より大切だ
と考えます。主体性を持ったみなさんの応募を待っています。  
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佐藤 成紀 ゼミナール 

演習のテーマ： 
            企業の会計システム 
 

演習の内容： 
 

 企業の経営にとって会計システムは、その財政状態や経営成績に関する情報を提供する
という、重要な役割を担っています。 
 ゼミナールでは、こうした会計システムに関する研究を、ゼミ生一人ひとりが主体的に
進めることになります。テーマは会計に関連があれば自由に選択できます。将来就職を希
望している業界の企業についての収益性や安全性の分析、会計制度や会計ルールの仕組
みや問題点を考察するのもよいでしょう。あるいは、経営やマーケティングと会計の関わ
りを調べてみることも、有意義な研究です。 
 実際、各自のテーマを、すぐに見つけることは、なかなか難しいものです。そのような
場合、基本の確認から始めると、自分の問題意識を発見できることが多いものです。そう
した観点から３年次春学期は、英文教材を用いて会計の基本を学ぶことから始めます。い
ま、世界の決算書のグローバル・スタンダードとなっているのは、国際財務報告基準など
に基づく英文決算書です。会計情報を英語でも理解できる人材がますます求められてい
る、現代のビジネス環境への適応能力を身につけていきます。 
 こうしたウォーミングアップに続いて、三年次春学期の後半からは、ゼミ生各自のテー
マ探しが始まります。毎週、順番に、関心のあるテーマについてのプレゼンテーションを
していきます。ゼミでの個人報告とディスカッションを通じて、自分のテーマを模索して
行くわけですが、そのプロセスがとても大切です。参加者全員から色々な意見が出され
て、それを参考にしながら、自分のテーマへのアプローチを進めます。四年次では、卒論
の完成を目指した個人報告を、さらに積み上げていきます。最初に選んだテーマから、次
第に別のテーマに関心が移っていくことも多いのですが、それは、テーマを真剣に探して
いる証拠でもあり、まったく自然なことです。誰もが、迷いながら目標を探すものです。 
 ゼミでは、「学び」の楽しさを実感してもらえたらと思っています。自分で考え、自分
の意見を持つことはとても大切です。ゼミでの報告について出された質問をしっかりと
把握し、それに対して的確なリアクションができるように、コミュニケーション能力を高
めていきましょう。みなさんが主役となるゼミナール体験を是非、楽しんでもらえたらと
思っています。 
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中野 暁 ゼミナール 

演習のテーマ 
マーケティング、マーケティング・リサーチ  

演習の内容 
 中野ゼミはマーケティング・リサーチをテーマに活動しています。ゼミの狙いは「マー
ケティングにおける諸課題に対して、データを使った科学的な意思決定を行うこと」にあ
ります。 
 
 企業は様々なマーケティング課題を抱えています。例えば、「自社の商品やサービスは、
どういう人をターゲットにすれば良いのだろうか？」「実施したキャンペーンの効果はど
の程度あったのか？」「顧客と長期的な関係を築いていくためにどういう施策を打てばい
いのだろうか？」などです。こうした課題に対しては、データを使って消費者の行動を理
解し、意思決定の質を上げていくことが重要です。特に、昨今のビジネスでは、様々なデ
ータが利用できるようになっています。これに伴い、データに基づいたマーケティング意
思決定ができる人材のニーズも高まっています。 
 
このゼミでは、大きく 2 つのことを習得していきます。第 1 に、マーケティング課題

の発見と設定の仕方、及び、研究法、第 2に、マーケティング・データを使った統計解析 
(R を使用)です。いずれにおいても、最初は関係する教科書の輪読と議論を行い、基礎的
な理論や知識を身につけます。後半以降(3年次)は、グループワークを中心として、課題
設定からデータ収集・分析までの研究を行い、成果をまとめて発表していただきます。ま
た、この経験を活かし、4 年次は個人での卒論に取り組みます。 
 
こうした活動を行う中で重視したいのは、課題とその解決方法を自らで考え、その結果

を自らの言葉で発信していくことです。また、大学内に閉じず、視野を拡げることも大切
です。例えば、企業のマーケティング実務家に向けて研究成果を発表し、フィードバック
を得るといった取り組みなども企画していく予定です。 
 
ゼミメンバーの懇親を深める行事も実施しています。積極性、主体性を持った学生の応

募を期待します。  
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西山 由美 ゼミナール 

演習のテーマ 
「税のエキスパートをめざす」  

演習の内容 

 ビジネスに深くかかわる税(所得税・法人税・消費税・事業承継にかかる相続税)の仕組
みを理解したうえで，ビジネス戦略を練ったり，問題点に対する解決策を考えたりしま
す。税理士，国税専門官にとどまらず，民間企業の税セクションでも活躍できる「税のエ
キスパート」をめざしてください。 
 
【ゼミの進め方】 
 春休み中に予備ゼミを実施し，図書館スタッフによるサポート授業により，必要な資料
や情報を収集するスキルを習得します。 
 春学期は，各人が興味をもつ税に関するトピック(たとえば，環境税、酒税、消費税な
ど)についてプレゼンテーションを行い，全員で議論し，レポートにまとめます。 
 夏休み中のゼミ合宿(1 泊 2 日)では，秋学期の統一テーマ(グローバルビジネスとロー
カルビジネスと税)の予習をします。 
 秋学期は，「グローバルビジネスとローカルビジネスと税」について，各人がトピック
を選び，プレゼンテーションを行い，全員で議論し，レポートにまとめます。 
 
【注意事項】 
①  ゼミの内容は，税法の基礎知識を必要としますので，「ビジネスのための税法 1」

(春学期)および「ビジネスのための税法 2」(秋学期)をできるだけ履修してください。 
② ゼミの運営には全員がかかわるよう，「一人一役」で業務を分担します。 
③ ゼミは、3 年生と 4 年生の合同ゼミです。  
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浜口 幸弘 ゼミナール 

演習のテーマ 
 戦略と人工知能 AI  

演習の内容 
当演習では、経営戦略の考え方（必要に応じてマーケティングも）を十分に学習したう

えで、企業戦略（主に、マーケティング戦略）に人工知能を利用する方法について、考察
してゆきます。すなわち、利用者側の立場から人工知能の仕組みを基礎から理解し、さら
に行動心理学の学習を踏まえたうえで、人工知能を用いた企業戦略（主に、マーケティン
グ戦略）の実際と可能性を扱うことにします。それと同時に、議論できる力と説明能力を
身につけられるよう指導します。 
 初年度前半では、経営戦略に関する教科書読み進め、随時、企業の調査分析を行いま
す。このとき、演習問題および事例研究（自分で調べて報告）を通じて、理解を深めてゆ
きます。後半では、AI の基本的仕組みを理解したうえで、行動心理学の視点から AI の
思考を分析し、最終的に、マーケテイング分野への AI の利用を考察します。続く 4 年次
では、卒業論文の製作を進めてゆきます。なお授業を補う形で、状況が十分よければ、3
月下旬（2 年次）と 9月下旬（3年次）にゼミ合宿を行う予定です。 
 本ゼミナールでは、以下の学生を希望します。 
1．卒業論文を書く学生（ただし、4 年次での就活時は、就活を優先して可）。 
2．ユーザの立場から人工知能を考える場合でも、一部、数学的知識の必要な場合があり
ます。よって、高校文系数学の微分の意味を理解できる学生を希望します（問題は解けな
くてもよい。必要事項は詳しく説明。）。 
  
教科書は『経営戦略入門』（日本経済新聞社） 
人工知能および行動心理学に関する本については、適宜選択。  
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林 祥平 ゼミナール 

演習のテーマ 

組織行動論，経営組織論，人的資源管理論 

演習の内容 

 本ゼミナールでは，組織・集団・人（そしてそのマネジメント）について学びます。組
織も集団も人の集まりであるため， 突き詰めれば本ゼミの関心は人そのものです。組織
における人について心理学的アプローチから学び，深く考える目を養います。例えば，
「どうして安い給料でもイキイキ働ける人がいるんだろう」「緊張感があった方が頑張れ
るのはどうしてだろう」といった身近な疑問に目を向け，自分なりの答えを導き出し，説
得力のある説明ができるようになることを目指します。 
 また，組織行動論はマネジメントの議論と表裏一体です。したがって，組織の中の人に
ついて学ぶ中で，「どうしたら従業員の強みを活かせるんだろう」「どうしたら仕事を楽し
めるようになるんだろう」という管理の視点も大事にします。 
 3 年次は，テキストの輪読とグループワークに取り組みます。テキストには，組織内の
個人心理や集団心理を扱った本を使い，広く基礎知識を身に着けていきます。また各回の
テーマに沿ってディスカッションをし，考える癖をつけていきます。グループワークは 3
－4 人で組んでもらい，グループで決めたテーマについて学生が調べ発表し，議論しま
す。4 年次には，3 年次の経験を活かして，各学生が興味のあるテーマを選び，卒業論文
に取り組んでもらいます。 
 ゼミ合宿，他大学との交流など学生の意見を積極的に取り入れながらゼミ活動を行っ
ていきます。本ゼミが学生にとってより良いコミュニティになるよう，自主的にゼミ作り
に加わってくれる学生の参加を期待しています。 
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森田 正隆 ゼミナール 

演習のテーマ 

情報技術とマーケティング戦略 

演習の内容 

 本ゼミナールは、「情報技術とマーケティング戦略」の関係について考察し理解を深め
ていくことによって、これからの情報社会を自分自身で分析して意思決定し、そして創造
的に行動していけるだけの知的能力・価値観・行動原理・人間性を養うことを目的として
います。 
 輸送や通信の分野における技術革新は、社会体制はもちろん、生産と消費の両面に対し
ても創造的破壊をもたらし、次代の扉を聞く強力なパワーを秘めています。コロナ渦を機
に、企業はテレワークを、大学はオンライン授業を本格的に導入しました。みなさんも情
報技術の活用がいかに社会や生活のあり方を変えるかを身をもって経験されたことでし
ょう。 
 そこで、本ゼミナールでは、情報技術とマーケティングの関係について、過去の歴史や
理論から学ぶとともに、現在世の中で起こっているさまざまな経済事象や経営問題を取
り上げ、それらを理論的かつ経験的に考察し分析するという作業を繰り返しおこなって
いきます。また、ケースディスカッション、ロールプレーイング、ショートスピーチ、ビ
ジネスプランなどの体験型・参加型の授業を数多くおこないます。そして、並行してグル
ープ研究などの自主活動を課し、年末には研究成果発表会をおこないます。なお、正規の
授業時間にさらに 1 コマ加えて、毎週 2 コマの連続授業をおこないます。自主的なグル
ープ研究活動も含めてゼミのために割いていただく時間がかなり多くなります。それら
のことを納得できる方のみご応募ください。 
 最近の卒業論文テーマをいくつか下記に紹介いたします。 
• コレクションして満足してしまう時と消費にまで至る時の違いは何か：欲求や動機
の違いに基づく漫画の消費行動に関する研究 

• SNS のプロフィール画像が本人を特定できるものとそうでないものに分かれるのは
なぜか：自己開示と自己呈示を促進するメカニズム 

• 無料で読めるネット漫画の有料版が売れるのはなぜか：応援したいという気持ちが
喚起する購買行動 

• 似たような内容でも表現を変えるだけでリツイートは増やせる：Twitter におけるシ
ンプルで淡々とした表現と情報拡散との関係 

• なぜ YouTube の CM は不快に感じることが多いのか：能動的なメディア接触態度に
合致した広告表現のあり方 
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吉田 真 ゼミナール 

演習のテーマ 
ドイツ語圏における文化と社会の関係を考える 
  
演習の内容 
 

テーマについては、担当者の指導できる範囲である限り、参加者の希望、関心をできる
だけ広く取り入れたいと考えている。  
基本的にはドイツと日本を比較しながら文化と社会の関係の問題を考える。たとえば

過去に取り上げてきたテーマとしては、ＥＵの成立と今後について、ユーロ危機、環境問
題と原発の是非、学校教育、ドイツの自動車産業、ドイツの食文化、音楽と劇場文化、サ
ッカーのブンデスリーガとＪリーグ、ドイツと日本の戦後の憲法といったものがある。こ
うした問題について自由に議論をしてゆく。  
Ｂゼミなので卒業論文はないが、卒論に準ずるようなレポート作成を目標とする。 
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井川 ジェニファー ゼミナール 

演習のテーマ 

Leadership in Literature 

演習の内容 

In this seminar, we examine the concept of Leadership through the experiences of 
characters in works of fiction. Our case studies are novels and plays. 

During the first year, we will read and discuss works of fiction to help us consider what the 
characteristics of a good leader might be, why some leaders succeed and some fail. 
Students are expected to read extensively in English to prepare for class. During class, 
students are expected to participate actively and enthusiastically. Students gradually 
assume responsibility for leading class discussion. Students are encouraged to consider 
questions that emerge from discussion as possible research topics. As students are 
expected to write short summary and response papers, there is also instruction in writing.  

In the second year of the seminar, students will research and write a graduation thesis on a 
relevant topic of their choice. Students will continue to read outside of class. Classwork 
includes scaffolded instruction in thesis writing and the presentation of oral research 
reports. Students will be encouraged to provide and make use of peer feedback.  

With a better understanding of the concept of Leadership, it is hoped that students will be 
better equipped to choose good mentors and become good leaders themselves.  
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大野 弘明 ゼミナール 

演習のテーマ 
Financial Economics 

演習の内容 
 
【学習内容】 
本演習では以下の二点を学びます。 
・ファイナンスの標準的な内容を体系的に習得すること。 
・コンピュータを用い、株価、利子率及び財務会計データなどの取り方、分析方法、 
データの解釈方法を習得すること。  
 
【到達目標】 
以上二点を習得することによって、『進路決定と卒業論文』を仕上げることを到達目標
とします。  
 
【ゼミでの２年間】 
学生間の対話を重ねることを通じて得られるものは、上述の内容以上に大きな価値があ
ると個人的に考えています。これまで懇親会、夏期・冬期ゼミ合宿、OBOG会などを実
施してきました。企画から参加まで各学生に任せますが、ゼミの一員として積極的に参
加し行動することを期待します。私もなるべく参加するようにします。  
 
【OB・OG の進路】 
卒業生は金融、不動産、建築、商社、アパレルなど多岐にわたって活躍していますが、 
銀行、保険会社、証券会社への就職比率が相対的に高いです。 また、国内外問わず進
学するという選択肢もあります。  
 
【注意点】 
本ゼミナールでは計算を避けて通ることが出来ません。現在出来ないことは全く問題と
しませんが、基礎から学習しますので徐々に慣れて下さい。ただし、高度な数学力を求
めると言うよりは金融経済に関する直観的な思考と理解を高めることに重きを置くつも
りです。 
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西原 博之 ゼミナール 

演習のテーマ 

国際経営論、異文化マネジメント、中国、台湾などの華人経済圏における企業の経営管理 

演習の内容 

同演習の研究対象は、「国際経営」、「異文化マネジメント」、「企業の海外進出」「組織の 
国際化」、「グローバル人 材育成」、「訪日観光関連ビジネス」など、いわゆる企業の国際 
経営活動の「アウト」と「イン」に関して理解を深めることである。  
卒業論文のテーマはそれらに関する内容であれば可能である。演習では、国際経営に係

わる知識を身につけて理解を深めることが目的である。したがっ て、演習を通して以下
の能力を養う。 
１）情報機器を用いたプレゼンテーションの実践  
２）共同作業を通してレジュメ作成、報告を行うなど、プロジェクト管理能力の育成  
３）ケース・スタディや実証研究を通して理論的な考察や分析能力の向上  
４）卒業論文の作成により、4 年間、大学で学んできたことの集大成を行う。 

 演習では、以下の通りに進めていく。  
第１に、国際経営に関する基本的な文献を輪読する。その際、少人数のグループごと に 

レジュメを作成して国際経営に関する基礎知識を養う。 
第２に、国際経営に関する事例などを用いて討論を行う。その際、各グループが事前に 

課題を準備する。演習時間は、担当班が、プレゼンテーションを行った後、グループ 間
の質疑応答という形式で演習を進めていく。なお、 事例に関連して、実証研究の方法 論
などについても触れていく。 
第３に、卒業論文の執筆方法について、経済学部発行「卒業論文執筆の手引き」を用い

て所定の形式を学ぶ。同時に、卒業論文のテーマの設定、フレームワークの作成、関連文
献の収集及びまとめなどにより、設定した研究課題がふさわしいか、卒業論文にまとめら
れるかについて検証する。  
卒業論文作成までの具体的な演習活動は以下の通りである。 

１）個々の研究テーマの設定（3 年次の学期末に提出）  
２）卒業論文タイトル及び研究計画について紹介（4 年次、春学期） 
＊報告、計画書の提出がなかった場合、秋学期の履修を許可しないことがある。 
３）中間報告（報告がなかった場合、卒論提出を許可しないことがある）  
４）調査研究の結果についてのプレゼンテーション（卒論発表会など） 
５）担当教員の許可を得た上で卒業論文を提出（年末までに原稿提出） 

 以上 

- 41 -



 

松園 保則 ゼミナール 

演習のテーマ 
Public Speaking  

演習の内容 
 

This seminar course focuses on public speaking of all kinds, aiming at helping students 
become a great speaker in public through theories and, most importantly, practice. 
 
The main activities of this course are to learn about the basic principles of public speaking 
and the concepts of communication, and to explore how to apply these ideas in practice to 
make great speeches. Examples of these ideas are how to design a speech from the 
beginning, how to draw attention from audience while making a speech, and how great 
speakers effectively use different types of communication in their speeches. In addition, 
students observe and analyze several professional public speakers, which encourages them 
to find out their own ways to engage as a professional and confident speaker in public. 
 
In every seminar session, students are expected to actively work on group and class 
discussions in English. And in some sessions, students are asked to make several speeches 
about any topics that they should like to share with others. 
 
(注) 21EG 生向け本ゼミの種別は B(一年間)となるので、4 年次演習・卒業論文はあり
ません。  
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山田 純平 ゼミナール 

演習のテーマ 
グローバル企業の分析と国際会計  

演習の内容 
本演習では、決算書を通じてグローバル企業の経営分析を行い、さらに会計基準の国際

的な動向について学びます。その過程で、企業会計についての基礎事項について習得する
ことになります。 
グローバル企業の経営分析では、海外企業の決算書を分析し、それを基に、どのような

経営戦略をとっているかについて検討します。さらには、将来を予測して、企業価値の算
定まで行う予定です。まずは、企業分析や企業価値評価について説明した本を読んだ後、
各自が海外企業を分析し、その結果を報告してもらいます。 
国際会計の分野では、ルールが国際的に収斂する一方で、各国でそのルールがバラバラ

に適用される傾向にあります。そこで、企業会計のルール全般を学べる教科書を題材とし 
て、国際的なルールの動向を学んだうえで、各国でそのルールがどのように適用されてい
るかについて検討することを目標とします。 
その他に、例年は他大学との研究報告会で報告をしてもらっています。共同で報告する

作業を行うとともに、大人数の前で報告し質疑応答ができることを目的としています。3
年秋学期に留学に行く学生については、研究会での報告は免除します。 
最後に、これらの勉強の総仕上げとして、卒業論文を執筆することになります。1年間

かけて論文を執筆することにより、論理的な思考力が鍛えられるので、卒業論文を執筆す
ることを望みます。  
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